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とっても不可欠な設備であり､気泡の除去操作はそれ 0秒､重力レベル :約 1､重力時間 :約 ~3)G
2
1らの施設の重要なハンドリング技術()となる.とくに







n､肉厚 5 ､容器内圧力測定機構など散逸構造解明のための基礎研究の場を提供す (内径 50 )l､長さ 29hT



















で約 3 ) を圧力容
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id る液体の膨張過程には､飽和圧力から初気泡発生に至Pw Tー  du ＼ 
xi X 
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)･ を閉じ､試験液体が初期目標温度 5圧力 0(1
態になるまで再加熱 -350 )よりやや高い状Pak
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図の時間軸は電磁弁開放 (減圧開袷)からの時間である Cまた､過熱度の値は気泡発生 















差､すなわ 発生点に至る圧力 ( -pb)との
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､ .方 一 ､
､図
( )5o s､
移 お よ び 初 気 泡 発 生 時 間図 に それ れぞ の 圧 力 変 動 推
点 を 示 す
に 写 真 か ら は 不4よ り電 磁 弁 開 放 
鮮 明 で あ る が容 器 右 側の の中 央や や下 方 部 ヒター と
接し て い る箇 所 で 初 気 泡 が 発生 
の の後 こ 場 所 に お い て 気泡 の 成 長 が 見 ら れ 
成 長 お よ び 浮 上 す る着 目 す る 気 泡 は 
の の他容 器 壁 面 付 近 で も 別 気泡 発 生 が 観 察 さ れ る 
の気 泡 気 泡成 長 が 進 む とさら らに こ れ
士 は 合 体 し 単 独 気 泡 の 特定 が 困 難 に な る 
に は に に はこ の 後図 見 ら れ る よ う 容 器 内 極
り小 圧 力値をと過 熱 度 は 最 大 な るこ の 時 点 で
圧 力 勾 配 はと とな り気 気相 放 出 さ れ る 蒸 量 容 器 外
せ るエネルギーは最も高く浮 上気 気泡 が一に崩壊､ ､
大 量 に 蒸 気 を 放 出 す る 結果 圧 力 回 復 の 要 因 と な る 
落 下 開 始 後微 小 重 力 下 で は気 液 界 面 の 変 形
磁 弁 開 放が 見 ら れ る 電よ り｡に 容

















 )1K､図 5に微小重力下での沸騰 
蒸気 気量が が釣 り 合 うに放 出さ出 され る泡 を 成 長､
( 0
.








のが 観 察 さ れた後 述 す る 気 泡 成 長 め
亀対Tの下方 部からも泡 が
に 着 目 し た気 泡 気 泡は､ ､
に気液界面付近および熱
その の場 で 成 長 す る が 同 時














iravodnespecinl hasF ga tu rnmalg ty. 
が存在しており飽 和 状 態であった気 泡 核過 熱 液休､
に に晒され る ことよって 瞬 時気 泡 を 発 生 せ た 考
0
C ､
えら られ るさ に 気そ の 後
からも気泡が発
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]m力下では沸騰時間が長く､通常重力下では舜間的な沸 ただし､R｡:気泡初期半径[､R:気泡半径 [ 






[m0-初期半径 15 ]からの経過時間 [
時間 [ ､ to:減圧中の :減圧直前のS]
S]､ tmi ]､t:








3･ 3 気泡の成長挙動の観察 法が適用される.なお､本例では､初期
0)
)気泡成長に対するモデルの検討
















































中場の圧力差は､式 (2)で与えられるので､減圧場 〔3 p/ 
にある単一気泡の成長古瀬 性力支配の運動方程式とし
であり､記号についてはTs 4)(5



















い て 減 圧 場 の 影 響 が 顕 著間T
gh式による計算値
.
に一致する るよう 無 次元気 泡径 を合わせてあ 
とM 式による予測との比較を示したものである. ′
駆動力となる圧力差を一定とした場合( 〇一〇 






















R lihayeg式 (式 ( 3))からの予測では､実線は気泡の
を示すが､減
圧のみ (右辺第 1項)を考慮した破線 (b)および減圧に
表面張力と液流動に伴 う粘性を考慮 した完全な 
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- 浮力により気泡周囲に高い熱量)(3 力下に比べ遅い｡> 1 , - 声 . T
aT lr ,‥I .. . A h T J L ｢
JJ
r. 
通常量力下では気泡成長は促進さが常に供給される:YT( &トb -C+t- 一

































実験センター  (秩) OAMIC)ならに関し地下無重力





































f t .W pons




6.1-8TW btwa aana,.,押. 
roc.)eeq :Pten-





科学技術連合講演会講演論文集､ ( :第 44､ 回宇宙










62 345 2 


















)p sse,M .adZ ,
, .2
) 宮武修､田中逸夫 :日本換披学会論文集 B
)79
S.
19., ( ,pp. 
A ;
Co











3)821926 ( ､pp. 編､48-4 
4.結論	 110 本研究において､微小星力下にお
